
No

7822026.4.15

発行所／鳥取商工会議所 所在地／鳥取市本町3丁目201 TEL26-6666 FAX22-6939 発行人／鳥取商工会議所 印刷所／中央印刷株式会社
URL https://tottori-cci.or.jp  毎月15日発行

因幡千本桜フォトコンテスト（鳥取ＹＥＧ提供）

CONTENTS
● ● 2026年度事業計画2026年度事業計画
明るい鳥取の創造に向けINNOVATIONを共に!

● ● 臨時議員総会を開催臨時議員総会を開催
新年度事業計画案など承認

頒価1部頒価1部8080円円
（但し、会員の購読料は（但し、会員の購読料は
会費の中に含まれます）会費の中に含まれます）

● ● 鳥取市観光マイスター認定証授与式鳥取市観光マイスター認定証授与式
21人の観光マイスターが誕生21人の観光マイスターが誕生

● ● 2026年度ビジネススクール開始2026年度ビジネススクール開始
５月は「次世代リーダー育成研修」５月は「次世代リーダー育成研修」

CONTENTS



鳥取商工会議所報
VOL782.2026.4.15

2

明日へとつなぎ、 未来を築く。

〒680-0847
鳥取市天神町５番地の２
TEL 0857-22-3138
FAX 0857-24-4588

昭和 24 年の創業以来、
地元に根ざし、地域の

皆さまの生活基盤を支
える仕事をさせていた
だいております。地域

の皆さまに支えられて
今日まで続けてくるこ

とができました。この
自然豊かな地元鳥取を、

より安全で安心して、
快適に暮らせる、人に

やさしい街として皆さ
まとともに発展させて
いきたいと考えており

ます。

わたしたちは SDGｓに賛同しています

〒680-0847 鳥取市天神町５番地の２ TEL 0857-22-3138 FAX 0857-24-4588
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表紙写真は、鳥取ＹＥＧが主催した「因幡千本桜フォ
トコンテスト2025」で県知事賞を受賞した作品です。
「後世に残る市民の共有財産として、どこにも負けない
桜の名所を作りたい」。そんな思いから1984年に始まっ
た「因幡千本桜」の植樹から40年以上が経ちました。そ
の意志を継ぎ、現在も鳥取ＹＥＧでは景観維持のため
の植え替えや整備などを続けています。
名所となった「因幡千本桜・桜の園」では、桜の季節に
なるとソメイヨシノなどの桜が見事に咲き誇り、多く
の花見客の目を楽しませています。

今 月 の 表 紙

確かな品質と信頼できるお取引をお約束します

本社工場　〒689-1121 鳥取市南栄町１
ＴＥＬ：0857-53-4561 ＦＡＸ：0857-37-4115
ＵＲＬ：https://asahimekki.jp

因幡千本桜フォトコンテスト
（鳥取ＹＥＧ提供）
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鳥取商工会議所会員交流・企画課（☎ 0857-32-8003）
お問い合わせ先
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　生産年齢人口の減少や首都圏への若者や女性人材の流出などを背景に、地元企業では慢性
的な人手不足が続き、防衛的な賃上げやデジタル化などの試行錯誤を繰り返しながら、日々
の企業活動を行っている。
　足元では、依然として物価上昇に賃金が追いつかず、実質賃金の着実な回復が最大の課題
であり、長年にわたり染みついたデフレマインドを払拭し、成長の果実を賃金や投資へ確実
に循環させることこそ、成長経済への転換期であり、日本経済の「再出発」に向けた最大の
鍵である。
　この成長型経済への転換を確固たるものとするためには、個々の企業が自己変革を果たし、
変化する外部環境に適応していくなど、絶えず「変革」に挑み続ける姿勢が重要。同時に、
不確実性の時代においては、多様な主体が互いの強みを持ち寄り、新たな価値を共に創り、
共に分かち合う「価値共創」の発想こそが、これからの日本経済を支える基盤になると確信
している。
　今期の基本方針は「明るい鳥取の創造に向け〈INNOVATION〉を共（友）に。未来を切
り拓く」とし、次の６点を重点課題として全力で取り組む。

○ 重 点 事 項

１．活力あるまちづくりの推進

２．鳥取の観光魅力創出・発信

３．ＤＸの更なる推進

４．若者・女性の働きやすさを創出

５．地域経済の活性化に向けた中小企業支援

６．会議所及び会員同士の連携強化

2026年度『事業計画』

○ 基 本 方 針

「明るい鳥取の創造に向け
　〈INNOVATION〉を共（友）に！
  未来を切り拓く !!」
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○ 事 業 項 目

１．活力あるまちづくりへの要望・提言

（１）50年後の鳥取を創る「社会基盤」「生活の基盤」の構築
　　　　従来の概念に縛られない、「移動のスマート化」「物流・人流の可視化」を目指す。
　　　①骨格インフラの整備促進
　　　　�鳥取自動車道の複線化、山陰近畿自動車道の「鳥取～覚寺間（通称：南北線）」の

早期開通、および鉄道網の利便性強化に向けた要望活動を最優先で推進する。
　　　②鳥取駅周辺再整備の推進
　　　　50年後を見据えた駅周辺の賑わいと地域価値を最大化する提言を行う。
　　　③まちなか賑わい創出特別委員会の活動
　　　　�現在の中心商店街の建物群は、鳥取大火からの復興期に建築され、70年余が経過し

ている。安全性や景観、空き店舗の増加など多くの課題を抱えており、これらを解
決し、まち再生の方策を検討し、時機を見て提言・要望を行う。

２．観光ビジョンの実現と魅力創出

（１）『観光ビジョン』の策定から実装へ
　　　　観光を単なる「集客」から「稼げる産業」へと進化
　　　①推進組織の具体化
　　　　�「観光ビジョン実現特別委員会」を核に、組織形成の検討フェーズを終え、初期実

装へと移行。関係者とビジョンを共有し、持続可能な観光経営体制を確立し、合わ
せて、「砂の国」ブランディングの確立を目指す。

　　　②まつり等の各種イベントの支援・協力
　　　　�「鳥取しゃんしゃん祭り」、「鳥取三十二万石お城まつり」への協力、および情報発

信することで国内外の観光需要を着実に取り込む。
　　　③まちなか周遊への取組
　　　　�「さんいんウォレットアプリ＝（スマートフォン用アプリ）」地域デジタル通貨を活

用して、まちの情報発信や各種キャンペーンの展開による市街地への誘客促進、お
よびまちなかの回遊性向上、消費拡大につなげる取組みの普及、支援。

　　　④デジタルデータ活用特別委員会
　　　　�ビッグデータを収集、デジタル技術やＡＩを活用し、観光産業の持続的な発展、地

域活性化に繋げるための「観光ＤＮＰ（地域の観光資源や情報をデジタル技術で可
視化・発信し、観光客の体験価値向上や地域振興を支援するサービス）」構築を目指す。
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3．ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の更なる推進

（１）ＤＸの推進
　　�　「DX・デジタル化推進相談室」を基点に、IT導入への心理的・コスト的ハードル
を撤廃する個別支援を強化。

　　　①生産性向上やＤＸの推進等の経営力向上へ向けた各種セミナー開催。
　　　②会員企業のＤＸ化を成功事例集として情報発信。
　　　③�ＤＸによる生産性向上・業務の効率化を支援するため、事務局内に「ＤＸ推進課」

の設置。

（２）デジタルデータ活用プラットフォームへの参画
　　�　官民連携によるビッグデータ活用プラットフォーム（鳥取県デジタルイノベーション
センター）へ積極的に関わり、人流データ等の分析結果を会員企業のエリア戦略やマー
ケティングに活用させる。

4．若者・女性の働きやすさ創出

（１）多様性とウェルビーイングの実装
　　�　「とっとり未来づくり特別委員会」により、地域経済の持続的発展と多様性の推進の

ため、女性・若者を中心とした誰もが働きやすい地域社会の構築を目指す。
　　　①女性をはじめとする多様な人材の活躍を促進するための環境整備や支援活動。
　　　②若者が鳥取に定住しやすい環境づくりと県内企業の魅力発信活動を行う。

（２）ローカルFirstの浸透
　　�　青年部・女性会との連携を強化し、若者が地元企業や歴史・文化に誇りを持てる取組
を推進。若者の地元定住を精神面と環境面の両輪で支える。

5．中小企業・小規模事業者への支援

　�　地域経済社会の基盤を支える中小企業・小規模事業者は、原材料費・エネルギー価格の
高騰、為替変動に伴うコスト増加、慢性的な人手不足への対応としての賃上げ圧力など、
複合的かつ構造的な経営課題に直面している。
　�　加えて、デジタル技術の急速な進展、消費行動の変化、国際情勢の不安定化に伴う貿易・
関税リスクの顕在化など、経営環境は一層の不確実性を増している。
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　�　このような状況下において、単なる資金繰り支援や一時的な経営改善にとどまらず、Ｄ
Ｘ・ＡＩ活用による生産性向上、価格転嫁を可能とする収益構造の再構築、新事業・新市
場への挑戦、円滑な事業承継・Ｍ＆Ａによる経営基盤の再編といった中長期的視点に立っ
た支援が不可欠であると認識している。
　�　本年度は、第３期経営発達支援計画を中核に、金融支援、補助金活用、専門家派遣に加
え、他の経済団体・関係機関との連携を有機的に組み合わせた「伴走型・統合型支援」を
展開し、事業者の自己変革を後押しすることにより、地域経済の持続性と競争力の強化を
図る。

（１）経営発達支援計画に基づく伴走型経営支援の高度化
　　【経営発達支援計画の目標】
　　　①�持続的経営を志向する小規模事業者が、経営環境の変化に対応する取組を事業計画

に沿って実行し、成長を遂げる。
　　　②�地域資源を活用した高付加価値商品・サービスの開発およびＩＴを活用した販路開

拓により、付加価値の拡大を図る。
　　　③�ＩＴ・デジタル技術を活用した業務効率化や設備投資により、労働投入量を低減さ

せ、労働生産性の向上を実現する。
　　　④�対話と傾聴を通じて個々の課題を明確化し、小規模事業者の主体性と潜在力を引き

出す支援を行う。

　　�　これらを踏まえ、従来の経営相談を高度化し、経営の「見える化」とデジタル技術を
活用した経営改善支援へと発展させる。

　　　【新】生成ＡＩ・ＤＸ活用型経営改善支援事業
　　　�　業務の属人化や人手不足に課題を抱える事業者を対象に、業務プロセスの可視化と

課題分析を行い、生成ＡＩやクラウドツールの導入による業務効率化・付加価値向上
を支援する。

（２）物価高・人手不足時代に対応した収益力強化と事業再構築支援
　　　①�人手不足や物価高、原材料費・エネルギー価格高騰の影響により経営が圧迫される

事業者への資金繰り支援。
　　　②�市場規模が縮小する業種・業態から成長分野へと転換する新分野・新事業進出への

支援。
　　　③�中小企業生産性革命推進事業（ものづくり補助金、小規模事業者持続化補助金、Ｉ

Ｔ導入補助金、事業承継・Ｍ＆Ａ補助金）による設備投資、業務効率化、販路開拓、
事業承継の促進。
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　　　④賃上げ促進税制、業務改善助成金等の活用による人材確保と定着の後押し。
　　　⑤【新】価格転嫁・取引適正化支援プログラム
　　　　　　�価格転嫁および取引適正化（取適法）に関するセミナーを開催するとともに、

原価構造の整理支援、取引条件の見直しに向けた助言を行う。あわせて、価格
改定に向けた考え方や実務上の留意点を整理した施策普及冊子を作成・配布し、
主体的な価格転嫁の取組を後押しする。

（３）新たな付加価値創出と地域課題解決型ビジネスの創出
　　　①経営力向上計画の策定支援および補助金活用を通じた新たな付加価値の創出。
　　　②�鳥取県・鳥取市等と連携した地域課題解決型起業の支援およびスタートアップ創出

支援。

（４）�鳥取県産業未来共創事業による新たな企業価値創造や生産性向上・新技術導入を目指
す取組みの事業計画策定を支援

　　　①�新たな企業価値創造型（中小企業が策定する新たな取組に関する事業計画）に資す
る事業計画策定支援。

　　　②�生産性向上・新技術導入推進型（中小企業者が実施する経営力向上及び生産性向上、
働き方改革に資する事業計画）を支援。

　　　③事業承継促進型（親族内、従業員、第三者承継による事業引継ぎの取組）を支援。

（５）課題解決型支援と支援ネットワークの高度化
　　　①�中小企業・小規模事業者の経営課題に対し、関係機関と連携した「とっとり企業支

援ネットワーク」による経営改善計画策定支援。
　　　②専門家派遣による高度な課題解決支援。
　　　③�日本政策金融公庫との定例金融相談会、小規模事業者経営改善資金貸付（マル経融

資）による資金繰り支援。
　　　④INPITとの連携による知財相談会開催。
　　　⑤事業引継ぎ支援センターとの連携による事業承継・Ｍ＆Ａ支援。
　　　⑥【新】�鳥取県信用保証協会と連携した資金繰り支援および合同研修会の開催。�

両機関が相互に有する専門性及び支援ノウハウを共有し資金繰り支援を行う
と共に、合同研修会を開催して相互理解を一層深め、連携体制の強化を図る
ことにより、事業者支援の質的向上を図る。

（６）創業支援および事業承継・Ｍ＆Ａの推進
　　　①「とっとり創業塾」の開催により、創業知識・実務ノウハウを体系的に提供する。
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　　　②�関係機関や専門家と連携し、円滑な事業承継を支援するとともに、承継を契機とし
た新分野展開や第二創業を促進する（国・県等の事業承継補助金活用）。

（７）農商工連携と地域ブランド力の強化
　　　①�農林漁業者・商工業者の連携を促進するマッチング事業を通じ、新商品・新サービ

スの開発を支援するとともに、６次産業化の取組を総合的にコーディネートする。
　　　②�鳥取の地域ブランドの確立・高度化を図り、あわせてイノベーションの取組やその

魅力を内外へ発信する。
　　　③�魅力ある鳥取産品について、プロモーション事業およびお披露目イベント等を実施

し、幅広い消費者層に対する認知度向上と販路拡大を図る。
　　　④�事業者が抱える経営・商品開発・販路開拓等の課題に対応するため、専門家派遣に

よる実践的な課題解決支援を行う。

（８）販路開拓・ビジネスマッチング支援
　　　①【新】�台湾シルバーケア産業協会（台湾企業78社加盟）とビジネスパートナー協定

を結び、台湾企業とのビジネスマッチングを行う。
　　　②�販路開拓セミナー開催、首都圏バイヤーとのＷＥＢ商談会、各種商談会後フォロー

アップ等による事業者のビジネスチャンス獲得支援。
　　　③【新】�新市場開拓を推し進めるため、関西方面「FOOD STYLE＜関西＞2026」「東

京グルメショー秋2026」へ出展。
　　　④小規模事業者の販路拡大に向けた需要動向・マーケティング調査の実施。
　　　⑤関係機関と連携したセミナー開催等を中心とした海外展開支援。

（９）ＤＸの推進
　　�　ＤＸは地域経済の競争力強化に不可欠な取組であり、業務効率化にとどまらず、新た
な付加価値創出を目的として推進する。

　　　①ＤＸ推進セミナーの開催。
　　　②ＤＸ・デジタル化推進相談窓口の継続設置。
　　　③�【新】伴走型ＤＸ支援プラットフォームの導入
　　　　　　�Bizミル（経営の見える化）およびKeytas（支援データの蓄積・管理） を活用

したＤＸ支援システムを経営支援業務に導入。会員事業者の経営データと支援
履歴を一元管理するとともに、経営課題の可視化と進捗管理を体系的に行うこ
とで、事業者の成長段階や課題に応じた継続的かつ高度な伴走支援体制を構築
し、支援基盤の強化および業務効率化を図る。
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６．会員・他団体との連携強化

（１）「ほんまちクラブ」の活用
　　�　産学官金労言による異業種交流を活性化し、情報共有だけでなく、新事業発足の場と

して機能させる。
　　　①共同研究、新商品開発に繋げる講演会、セミナー及び交流会の開催
　　　②会員親睦ゴルフコンペの開催（春・秋）

（２）県内、県外商工会議所との連携
　　�　経済社会環境が変化する中、商工会議所同志の共創・シナジー効果等を意識した取組
みの重要性が増大。執行部はじめ、部会による交流、連携を推進する。

（３）親しみやすいＣＣＩの構築
　　�　会員相互の研鑽と活用を仕組み化し、商工会議所との距離感を縮めることで、組織の
存在意義（プレゼンス）を盤石にする。

（４）「スマートＣＣＩ」による業務変革
　　�　事務局DXを徹底し、ルーチンワークを効率化。捻出した時間を伴走型支援などより
高付加価値な人的サポートへ再配分する。

（５）活動の見える化
　　�　広報誌のデジタル化とともに、メディア、ＨＰ、ＳＮＳとも連動させ、市民・事業者

双方へ活動内容を強力に発信。「頼りになる会議所」のイメージを定着させる。

（６）財政基盤の安定
　　�　会員増強計画の推進とともに、「わかとり共済」等の共済制度を戦略的に推進し、自
主財源を確保する。
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新会員紹介（2025年10月～2026年２月）

【
社
名
変
更
】

◆
㈲
杉
浦
工
業

　

→
㈱
杉
浦
工
業

◆
ス
マ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
㈱

　

→
カ
ン
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
㈱

◆
㈲
ミ
ホ
デ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

→
ミ
ホ
デ
ン
サ
ー
ビ
ス

【
代
表
者
変
更
】

◆
全
国
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
年
金
基
金

　

理
事
長
＝
石
黒　

功

　
社
名
・
代
表
者
・
住
所
な
ど
の
変

更
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

鳥
取
商
工
会
議
所
会
員
交
流
・
企
画
課

（�

）

会
員
情
報

敬
称
略
・

順
不
同

１
月
16
日
～
３
月
15
日
届
け
出
分

事　　業　　所　　名 代表者名 所　　　在　　　地 業　　　種 部　会

㈱H&S　Company 中島　大輔 鳥取市大覚寺124–30 飲食業 観光・交通
Camel プランテージ（同） 川原　ルミ 鳥取市賀露町南 5 丁目 2369–３ 農業・菓子小売業 流 通
㈱ASA鳥取東 谷口　拓史 鳥取市大覚寺 150–88 新聞小売業 流 通
さかね 山本　暁子 鳥取市国府町楠城 327 狩猟業、ジビエ製品小売業 サ ー ビ ス

（同）サンフィッシュSS 細田　義人 鳥取市田園町 4 丁目 337–１ スイミングスクール サ ー ビ ス
おそうじ本舗　鳥取西店 田中　真一 鳥取市千代水２–88 清掃業 サ ー ビ ス
シネマドア鳥取（同） 金塚　敬子 鳥取市川端 2 丁目 119 番地 映画館 サ ー ビ ス
㈱ Earthlabo 森田　繁吉 鳥取市河原町布袋518–３ 輸出入、開発、浄水器 流 通
ラット 澤　　美紀 鳥取市立川町 5 丁目 364 板金塗装業 観光・交通
中国工業㈱ 廣谷　全宣 鳥取市天神町 35 木製家具製造業 工 業
㈱サクセススペース 堀江　康弘 東京都渋谷区渋谷 3-6-19 第 1 八木ビル 5 階 テストセンター運営業務 サ ー ビ ス
㈱ワンダーワークス 山本　美穂 鳥取市富安 2 丁目 34 番地２F 農業用機械器具卸売業 流 通
㈱ｉｓｍ－Ｇａｒｄｅｎ 中務　和重 鳥取市秋里 1108–10 建築設計業 建 設
㈱不動企業 田中美紗代 鳥取市今町 2 丁目 278 不動産業 建 設
LibRaRy 高橋　美果 鳥取市行徳 1 丁目 401 飲食業 観光・交通
N 片山　菜美 鳥取市田島 454–13 飲食業 観光・交通
㈱エスジェイ 藤原　成司 鳥取市津ノ井 610 番地 建設業 建 設
かけひアセットマネジメント㈱ 懸樋　宮子 鳥取市桂見 573 番地 不動産業 建 設
㈱ライフオン 石川　　賢 鳥取市南吉方 3 丁目 213 番地 電気機械器具製造業 工 業

（一社）Yearning for Yazu Project 山辺　裕司 八頭郡八頭町日下部 1228–1 不動産業 建 設
Ys Photo Studio 桜井　祥直 鳥取市西町 1 丁目 202 ミタニビル５F 写真業 サ ー ビ ス
㈱スタッフサービス 有坂　美里 鳥取市扇町 7 番鳥取フコク生命駅前ビル５F 人材派遣業 サ ー ビ ス
Horiuchi-esthetic 堀内　祐子 鳥取市南吉方 1 丁目 110-1 メゾンジュネス 101 エステ業 サ ー ビ ス
三菱電機ビルソリューションズ㈱鳥取営業所 中原康太郎 鳥取市扇町 7 鳥取フコク生命駅前ビル内 建設業 建 設
㈱ One　Seed　Farm 西根　祐輔 鳥取市古海 64–5 農業 流 通
㈱ウエケイ 上田　敬太 兵庫県美方郡香美町香住区七日市 355 包装資材卸売業 流 通
㈱ヤッターマン 矢田　裕和 鳥取市南吉方 2 丁目 23 番地 A 棟 103 号室 中古買取業 流 通
㈱光琳グループホールディングス 今川　圭一 鳥取市西町 1 丁目 210 経営コンサルタント サ ー ビ ス
㈲永成型枠工業 小林　敏夫 鳥取市田園町 4 丁目 365 番地 土木工事業 建 設
丸忠トレーディング㈱ 安本健一郎 鳥取市湖山町西 4 丁目 350 番 204 号 健康食品販売業 流 通
TIEONコンサルティング 中宇地秀行 鳥取市浜坂３–５–11 保険業 金 融
㈱リアルビレッジ 今村　尊裕 兵庫県姫路市飾磨区英賀宮台 1–1 保険業 金 融

動 向
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我が社の役員でこのたび退任する者について、取締役会決議で退職金
額を減額したいと考えていますが、違法でしょうか？我が社では、退

任取締役の役員退職金の決定について取締役会が株主総会決議による委任を受
けておりますが、そのなかで退職金の算定基準のみならず一定の場合には算定
基準額から無制限に減額することができる旨定められております。

今回は、取締役会による役員退職金の減額について説明します。役員退職金とは、在職中の職務
執行の対価すなわち役員報酬の一種といえるため、支給に関し定款にその額、算定方法等を定め

ていない場合は、株主総会の決議によって支給されます。
　ただし、役員退職金の支給基準を株主が推知できるものであり、当該支給基準に従って取締役会にお
いて決定することを委任する趣旨であれば、取締役会に一任することが広く行われています。本件にお
いて、役員退職金の支給基準を株主が推知することができ、当該支給基準に従って決定することを取締
役会に委任するものであれば、取締役会が退職金額を決定すること自体は合法となります。
　また、本件のように役員退職金を無制限に減額できる旨の定めは、取締役会が取締役に制裁を加える
ことで取締役の職務執行の適正を図る趣旨と理解できますので取締役会は減額について広い裁量権を有
するといえます（最高裁令和６年７月８日判例参照）。し
たがって、取締役会の減額決定が株主総会の委任の趣旨
に照らして不合理である場合に限り違法となるものとい
えます。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
181

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 取締役会による役員退職金の減額取締役会による役員退職金の減額

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
　　292  7 時 05 分  8 時 20 分
　　294  8 時 55 分 10 時 10 分
　　296 11 時 05 分 12 時 25 分
　　298 15 時 20 分 16 時 45 分
　　300 18 時 25 分 19 時 45 分

■鳥取⇒東京
期間：2026年3月29日〜2026年10月24日

詳しくは、ANA公式ホームページにてご確認ください。

2026年　東京便　夏ダイヤ決定！
鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
　　291  7 時 00 分  8 時 15 分
　　293  9 時 10 分 10 時 25 分
　　295 13 時 15 分 14 時 30 分
　　297 16 時 20 分 17 時 40 分
　　299 19 時 20 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取
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第25回 全国高等学校ファッションデザイン選手権大会
（ファッション甲子園2026）

デザイン画
　『ファッション甲子園』は、青森県弘前市で開催している、全国の高校
生を対象としたファッションコンテストです。高校生が描いたファッショ
ンデザイン画の中から一次審査を通過した作品は、デザイン画をもとに実
際に制作、最終審査会（ファッションショー形式）に臨みます。
　ファッション甲子園実行委員会では、現在ファッション甲子園 2026 の
一次審査に係るデザイン画を募集しています。

ファッション甲子園実行委員会事務局
〒036-8567青森県弘前市上鞘師町18-１（弘前商工会議所内）
TEL 0172-33-4111 ／ FAX 0172-35-1877

高校生による全国ファッションコンテスト

◆応募期間：2026年4月1日（水）～5月8日（金） ※当日消印有効
詳しくは
こちら→

動 向

ファッション甲子園HP Instagram

募 集

　鳥取大学地域未来共創センターでは、地域課題の解決に主体的に取り組む学生プロジェクトを「Small�
CoRE�Project」として支援しています。
　その活動団体の１つである『結梨（ゆいりん）』が、約２年間の企画・開発を経て、梨の葉を用いたスイー
ツ「Galette�de�Poire（ガレット・ド・ポワール）」を完成させ、この度販売が開始されます。この取り組み
は、鳥取名産の梨の栽培面積減少という課題に対し、未利用資源である「梨の葉」の活用に着目したものです。

クラウドファンディングによる資金調達から、地元企業との協働によ
る商品化まで、学生自らが奔走し実現しました。
　４月６日（月）から鳥取市内の洋菓子店「パティスリー・ボンヌノノ」
（鳥取市二階町４丁目210）での店頭販売を皮切りに、鳥取大学生協での
販売など順次販路を拡大していく予定です。日々のおやつや手土産と
して、学生の想いが詰まった一品をぜひご賞味ください。
　「結梨」は今後も、学生ならではの視点と鳥取の資源を掛け合わせ、
新たな価値創出に挑戦していきます。

Vol.97Vol.97

鳥取大学学生 梨の葉を活用したスイーツを地域の方々と共同開発 !

〈連絡先〉　鳥取大学地域未来共創センター（Tottori uniQ）
　〒680-8550　鳥取県鳥取市湖山町南４丁目101番地
　TEL：0857-31-6777　Mail：koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp

Small CoRE ProjectSmall CoRE Project
過去の活動報告は過去の活動報告は
こちら→こちら→

企画・開発した「結梨」の学生と「Galette de Poire」企画・開発した「結梨」の学生と「Galette de Poire」
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※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。
掲載講師や内容は変更になる場合がございます。

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ： 鳥取商工会議所 ＤＸ推進課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

NEW
カスハラ対策の進め方 津田 典子 38分

日本の未来を切り拓く技術と人財 金子 一嗣 35分

ＡＩ活用×事業計画策定
　　　　　 公開期限：2026年４月末 川居 宗則 85分

研
修
・
人
材
育
成

NEW  世代間ギャップをチームの
“強み”に変える！
　　　　　 公開期限：2026年６月末

前川 由希子 80分

NEW
本当に成果の出る
1on1 ミーティング

濵田 美雪 38分

Ｉ
Ｔ
・

パ
ソ
コ
ン

業務効率・売上UP！
はじめてのＡＩ 活用 筑間 彰 44分

タイトル 講師名 時間

Ｉ
Ｔ
・
パ
ソ
コ
ン

ＡＩ活用　爆速仕事術
　　　　　 公開期限：2026年５月末 小宮山 真吾 70分

今日から使える！
スマートフォン×ＡＩのビジネス仕事術
　　　　　 公開期限：2026年５月末

鈴木 朋子 68分

著
名
人
勝ち続けるための流儀 片山 晋呉 35分

労
務

NEW  人材不足・人手不足に効く
人事制度セミナー
　　　　　 公開期限：2026年６月末

山本 昌幸 80分

税
務
・
財
務
・
経
理

借り入れ成功のポイント 大前 文人 28分

顧問税理士の選び方と活かし方 長尾 元彦 36分
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商工会議所の検定試験は業種・
業態を問わず広く活用いただける
資格を取り揃えていますので、
チャレンジしてみてください。

サンプル問題等の著作権は、日本商工会議所に帰属します。
また、サンプル問題等の無断転載、無断営利利用を厳禁します。
また、問題等の内容等に関するお問い合わせは、受け付けてお
りませんので、ご了承ください。

【お問い合わせ】 
鳥取商工会議所 検定担当 https://www.kentei.ne.jp 

詳細は

～商工会議所の検定試験～ 

受　験　料 1 級 8,800 円  2 級 5,500 円  3 級 3,300 円 

統 一 試 験

第 173回 

企業が求める資格、第１位

日商簿記
6/14 (日)施行 

第 174 回 

11/15(日)施行 

第 175 回 

2/28(日)施行 
申込期間 

4/27（月）～ 5/13（水）

2027年

申込期間 

9/28（月）～ 10/14（水）

申込期間 

1/12（火）～ 1/27（水）
2027年

個人：インターネットからお申し込みください。
団体：受験料を添えて直接検定窓口へお申し込みください。

ネット試験
試験日は各ネット試験会場が決定します。 
試験会場はQRコードもしくはＵＲＬより確認できます。 
【ＵＲＬ】 https://links.kentei.ne.jp/organization

サンプル問題

日本商工会議所ホームページでは、サンプル問題を
無料で公開しています。ご活用ください。 
【ＵＲＬ】 https://www.kentei.ne.jp/bookkeeping/sample
【ＱＲコード】

【ＱＲコード】

日商検定 
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鳥取YEG URL https://www.t-yeg.jp
YEG通信

令
和
７
年
度
３
月
送
り
出
し
例
会

　
令
和
８
年
3
月
11
日（
水
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
て
令
和
7
年
度
3
月

送
り
出
し
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
7
年
度
最
後
の
例
会
に
、
現
役
会

員
１
１
７
名
が
出
席
し
、
今
年
度
卒
会
生
11
名
の
う
ち
9
名
の
皆
さ
ま
に
ご
出
席

を
賜
り
、
長
き
に
わ
た
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
へ
の
御
功
績
に
対
し
、
感
謝
状
を
贈
呈
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
通
常
例
会
で
は
、
こ
の
1
年
間
当
会
を
牽
引
し
て
く
だ
さ
っ
た
民
野
会
長
が
総

括
と
会
員
へ
の
感
謝
の
想
い
を
述
べ
ら
れ
、
今
年
度
の
締
め
く
く
り
を
迎
え
た
こ

と
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、一抹
の
寂
し
さ
を
覚
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
送
り
出
し
例
会
の
目
玉
で
あ
る「
贈
る
言
葉
」で
は
、
卒
会
生
か
ら
現
役
会
員
へ

向
け
た
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
卒
会
生
か
ら
発
せ
ら
れ
る
ど
の

言
葉
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
と
経
験
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
現
役
会
員一人
ひ
と
り
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
ま
も
な
く
迎
え
る
創
立
50
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

に
向
け
て
歩
を
進
め
て
い
ま
す
。
卒
会
生
の
皆
さ
ま
が
こ
れ
ま
で
築
い
て
こ
ら
れ

た
歩
み
と
想
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
私
た
ち
現
役
会
員
は
、
そ
の
歴
史
と

誇
り
を
胸
に
、
さ
ら
な
る
成
長
と
発
展
に
向
け
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
度
総
務
委
員
会
　
委
員
長

�

　
英
　
智
哉

集合写真

卒会生から寄贈品を受け取る令和７年度民野会長

発行：令和 8年 4月 １5 日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会

4
〈令和８年度鳥取YEGスローガン〉
温故知新 ～ 歴史を受け継ぎ、今を磨き、未来へとつなぐ ～ 第327号

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は

新
た
な
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部�

令
和
８
年
度
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
山
根 

真
と
申
し
ま
す
。
歴
史
あ
る
本

会
の
一
員
と
し
て
こ
の
大
役
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら

れ
た
歩
み
に
敬
意
を
表
し
、そ
の
想
い
を

大
切
に
引
き
継
い
で
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

当
会
は
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る「
Ｃ

Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ�

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
︱ 

シ
ビ
ッ
ク
・

プ
ラ
イ
ド 

︱
」の
も
と
活
動
を
重
ね
、着

実
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

後
さ
ら
に
魅
力
あ
る
組
織
と
な
る
た
め

に
は
、こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

新
し
い
視
点
や
挑
戦
を
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を「
温

故
知
新
」と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
諸
先
輩
方
の
歴
史
や
経
験
を
大
切
に

し
な
が
ら
、新
た
な
価
値
を
創
り
出
し
て

い
こ
う
と
い
う
想
い
を
込
め
ま
し
た
。
一

人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く
て
も
、志
を
同

じ
く
す
る
仲
間
と
と
も
に
歩
む
こ
と
で
、

大
き
な
力
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信

じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、令
和
10
年
に
は
創
立
50
周
年
、

令
和
12
年
に
は
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
な

ど
こ
れ
か
ら
迎
え
る
大
き
な
節
目
に
向

け
て
、組
織
の
結
束
を
よ
り
一
層
深
め
る

と
と
も
に
、地
域
と
の
つ
な
が
り
も
大
切

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
産
・
官
・
学
・
民
」

が
連
携
し
、地
域
に
新
た
な
活
力
を
生
み

出
し
て
い
く
こ
と
で
、鳥
取
の
未
来
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

仲
間
と
と
も
に
学
び
、成
長
し
な
が
ら
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
こ
の
ま
ち
に
誇
り
を

持
て
る
よ
う
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。
１
年
間
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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地域経済圏の共創 ～明確な成果を追求する組織への深化～

2026年度 鳥取商工会議所青年部組織表
専務理事
松島 新太郎

筆頭副会長
冨田 光政

副会長
福田 弘幸

副会長
池上 裕樹

副会長
盛田 翔平

副会長
西川 朋宏

副会長
大塩 晋也

総 務 委 員 会

対外交流委員会

広 報 委 員 会

会員交流委員会

政策提言委員会

ビジネス委員会

副会長
荒川 恵介 まち興し委員会

副会長
英 　智哉 鳥取お城委員会

会員増強委員会

◎西面崇裕、○谷口勇也、○野村祥平
磯部紗希、大塚英子、金子竜也、小泉卓也、竹中 一浩、田中将樹、
田村康悦、西尾　仁、平尾都幸、藤原昌彦、前田清太郎、美作空高、
三橋栞里、森田晃正、山中慎也、山本義雄、湯川　渉

◎石井裕也、○杉内皇暉、○宮本敏行
池内哲也、岩見栄治、大坪裕也、岡田　悠、岸本　龍、木村駿介、
澤　隼人、清水　毅、□高藤軌晋、田中秀幸、鳥越力斗、中村　喬、
西尾篤人、浜崎圭佑、松長武俊、峰　春香、村上春希、森山宏志、
山下雅裕

◎田中雅士、○朝井純奈、○谷口拓史
雨河雅裕、池内　健、植垣孝史、岡田亨貴、岡村　翔、片山菜美、
岸本雄司、木村美紀、幸田伸一、高垣周平、髙木健治郎、中原道広、
松島浩二、松田友佑、三橋章弘、山城伸一、山田恭裕

◎西垣裕司、○田中健一、○中石勇大
石原康司、大深仁惠、大森　誠、尾崎綾香、家納東詩、田中公照、
田中直也、中尾文則、中﨑雄一、濱本圭佑、林慎太郎、早島岳大、
森本　圭、森本　剛、柳澤　彩、山根隆嗣、山本祐之
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民野泰稔、手石光晴、中井弘也、永美祐輔、信岡宜曉、藤原正弥、
古都直記、森田祐加、□安田道人、山岡弘明、山下智子
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淺井研人、太田　亮、大谷祐輝、岡村友輝、亀谷勇斗、北村龍之介、
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◎＝委員長理事、
○副委員長理事、□＝監事
（敬称略、理事以下は五十音順）

会　長
山根 　真

直前会長
民野 泰稔

出向理事
（中国ブロック）
民野 泰稔

出向理事
（中国ブロック）
冨田 光政

出向理事
（中国ブロック）
三橋 章弘

　    　中井 弘也 君
　   （なかい ひろや）
事 業 所 名  北村屋木材㈱
所属委員会  政策提言委員会

　    　廣坂 守衛 君
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事 業 所 名  田中工業㈱
所属委員会  まち興し委員会

　    　小林 博香 君
　   （こばやし ひろか）
事 業 所 名  ジブラルタ生命保険㈱
所属委員会  会員増強委員会

    　     山城 伸一 君
　    （やましろ しんいち）
事 業 所 名  ㈱クローバーホールディングス
所属委員会  対外交流委員会

　    　若松 大樹 君
　   （わかまつ だいき）
事 業 所 名  ㈱三立
所属委員会  まち興し委員会

　    本多 亜矢 君
　  （ほんだ あや）
事 業 所 名  mash CAFE
所属委員会  鳥取お城委員会

　    山田 百々花 君
　   （やまだ ももか）
事 業 所 名  日本海テレビジョン放送㈱
所属委員会  ビジネス委員会

　    　田中 雄之 君
　    （たなか ゆうじ）
事 業 所 名  ㈱鳥取オリコミセンター
所属委員会  会員増強委員会

新
入
会
員
（
6
名
）

交
代
会
員
（
２
名
）

鳥取商工会議所青年部
会長 山根   真
有限会社テクノサービス

■
令
和
８
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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令
和
７
年
度
３
月
送
り
出
し
例
会

　
令
和
８
年
3
月
11
日（
水
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
て
令
和
7
年
度
3
月

送
り
出
し
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
7
年
度
最
後
の
例
会
に
、
現
役
会

員
１
１
７
名
が
出
席
し
、
今
年
度
卒
会
生
11
名
の
う
ち
9
名
の
皆
さ
ま
に
ご
出
席

を
賜
り
、
長
き
に
わ
た
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
へ
の
御
功
績
に
対
し
、
感
謝
状
を
贈
呈
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
通
常
例
会
で
は
、
こ
の
1
年
間
当
会
を
牽
引
し
て
く
だ
さ
っ
た
民
野
会
長
が
総

括
と
会
員
へ
の
感
謝
の
想
い
を
述
べ
ら
れ
、
今
年
度
の
締
め
く
く
り
を
迎
え
た
こ

と
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、一抹
の
寂
し
さ
を
覚
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
送
り
出
し
例
会
の
目
玉
で
あ
る「
贈
る
言
葉
」で
は
、
卒
会
生
か
ら
現
役
会
員
へ

向
け
た
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
卒
会
生
か
ら
発
せ
ら
れ
る
ど
の

言
葉
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
と
経
験
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
現
役
会
員一人
ひ
と
り
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
ま
も
な
く
迎
え
る
創
立
50
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

に
向
け
て
歩
を
進
め
て
い
ま
す
。
卒
会
生
の
皆
さ
ま
が
こ
れ
ま
で
築
い
て
こ
ら
れ

た
歩
み
と
想
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
私
た
ち
現
役
会
員
は
、
そ
の
歴
史
と

誇
り
を
胸
に
、
さ
ら
な
る
成
長
と
発
展
に
向
け
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
度
総
務
委
員
会
　
委
員
長

�

　
英
　
智
哉

集合写真

卒会生から寄贈品を受け取る令和７年度民野会長

発行：令和 8年 4月 １5 日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会
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春
の
訪
れ
と
と
も
に
、鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は

新
た
な
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部�

令
和
８
年
度
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
山
根 

真
と
申
し
ま
す
。
歴
史
あ
る
本

会
の
一
員
と
し
て
こ
の
大
役
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら

れ
た
歩
み
に
敬
意
を
表
し
、そ
の
想
い
を

大
切
に
引
き
継
い
で
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

当
会
は
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る「
Ｃ

Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ�

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
︱ 

シ
ビ
ッ
ク
・

プ
ラ
イ
ド 

︱
」の
も
と
活
動
を
重
ね
、着

実
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

後
さ
ら
に
魅
力
あ
る
組
織
と
な
る
た
め

に
は
、こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

新
し
い
視
点
や
挑
戦
を
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を「
温

故
知
新
」と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
諸
先
輩
方
の
歴
史
や
経
験
を
大
切
に

し
な
が
ら
、新
た
な
価
値
を
創
り
出
し
て

い
こ
う
と
い
う
想
い
を
込
め
ま
し
た
。
一

人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く
て
も
、志
を
同

じ
く
す
る
仲
間
と
と
も
に
歩
む
こ
と
で
、

大
き
な
力
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信

じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、令
和
10
年
に
は
創
立
50
周
年
、

令
和
12
年
に
は
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
な

ど
こ
れ
か
ら
迎
え
る
大
き
な
節
目
に
向

け
て
、組
織
の
結
束
を
よ
り
一
層
深
め
る

と
と
も
に
、地
域
と
の
つ
な
が
り
も
大
切

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
産
・
官
・
学
・
民
」

が
連
携
し
、地
域
に
新
た
な
活
力
を
生
み

出
し
て
い
く
こ
と
で
、鳥
取
の
未
来
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

仲
間
と
と
も
に
学
び
、成
長
し
な
が
ら
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
こ
の
ま
ち
に
誇
り
を

持
て
る
よ
う
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。
１
年
間
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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岩本慎司、上田真由美、大石敦司、奥　祥享、奥平智一、尾前康寛、
河﨑　勧、湖山　諒、柴原洋司、西垣和也、野田幸洋、廣坂守衛、
藤原成司、村田浩一、山根光彦、山本暁子、山本龍太、吉谷勇一郎、
若松大樹

◎森本嗣基、○小林隆一、○水田慎吾
新井宏圭、大麻智尋、大野寿幸、大許宗一郎、河田圭太、木下　優、
小林真帆、笹尾　亘、高垣　弘、武安良朋、豊岡亮平、西島瑞人、
西根健太、平家由紀、本多亜矢、三上正幸、山下弥生

◎吉田雅之、○奥村知美、○中村康宏
□網尾和亮、安澤健太、池本昌聡、礒江和也、太田哲平、木戸和浩、
小坂美波、小林博香、佐々木芳美、田中雄之、田淵裕章、中澤賢介、
藤原直人、本城　誠、松下幸広、美作沙知

◎＝委員長理事、
○副委員長理事、□＝監事
（敬称略、理事以下は五十音順）

会　長
山根 　真

直前会長
民野 泰稔

出向理事
（中国ブロック）
民野 泰稔

出向理事
（中国ブロック）
冨田 光政

出向理事
（中国ブロック）
三橋 章弘

　    　中井 弘也 君
　   （なかい ひろや）
事 業 所 名  北村屋木材㈱
所属委員会  政策提言委員会

　    　廣坂 守衛 君
　  （ひろさか もりえ）
事 業 所 名  田中工業㈱
所属委員会  まち興し委員会

　    　小林 博香 君
　   （こばやし ひろか）
事 業 所 名  ジブラルタ生命保険㈱
所属委員会  会員増強委員会

    　     山城 伸一 君
　    （やましろ しんいち）
事 業 所 名  ㈱クローバーホールディングス
所属委員会  対外交流委員会

　    　若松 大樹 君
　   （わかまつ だいき）
事 業 所 名  ㈱三立
所属委員会  まち興し委員会

　    本多 亜矢 君
　  （ほんだ あや）
事 業 所 名  mash CAFE
所属委員会  鳥取お城委員会

　    山田 百々花 君
　   （やまだ ももか）
事 業 所 名  日本海テレビジョン放送㈱
所属委員会  ビジネス委員会

　    　田中 雄之 君
　    （たなか ゆうじ）
事 業 所 名  ㈱鳥取オリコミセンター
所属委員会  会員増強委員会

新
入
会
員
（
6
名
）

交
代
会
員
（
２
名
）

鳥取商工会議所青年部
会長 山根   真
有限会社テクノサービス

■
令
和
８
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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April 2026 女性会だより4 Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club

　

宇
佐
商
工
会
議
所
女

性
会（
久
本
秀
子
会
長
）

は
1
月
、
レ
シ
ピ
冊
子

﹁
宇
佐
の
奈
良
漬
は
ど

こ
か
ら
来
た
の
か
？
﹂

を
発
行
し
た
。
多
く
の

酒
蔵
が
あ
る
宇
佐
で
は
、

酒
か
す
を
利
用
し
た
奈

良
漬
づ
く
り
が
古
く
か

ら
盛
ん
だ
が
、
近
年
は

漬
け
る
人
が
減
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
同
女
性

会
は
２
０
２
５
年
5
月
、

地
域
の
食
文
化
で
あ
る

奈
良
漬
を
次
世
代
に
伝

え
る
活
動
を
開
始
。
宇

佐
市
民
を
対
象
に
し
た

レ
シ
ピ
収
集
や
、
専
門

家
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の

受
講
を
経
て
、
実
際
に

ウ
リ
を
漬
け
る
作
業
を

3
回
に
わ
た
っ
て
行
っ

た
。
そ
の
後
、
完
成
し

た
宇
佐
奈
良
漬
を
市
民

全国各地で特徴ある活動をしている女性会をご紹介

に
配
布
し
、ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
た
。

冊
子
で
は
、宇
佐
奈
良
漬
を
漬
け
る

工
程
を
詳
し
く
紹
介
し
た
ほ
か
、こ

れ
ま
で
の
活
動
内
容
を
掲
載
し
た
。

今
後
は
、
冊
子
を
活
用
し
、
女
性
会

メ
ン
バ
ー
が
市
民
に
向
け
て﹁
宇
佐

奈
良
漬
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂を
開
催

す
る
な
ど
、さ
ら
に
活
動
を
進
め
る

予
定
だ
。

　

い
わ
き
商
工
会
議
所
女
性
会（
大

和
田
廣
子
会
長
）は
1
月
17
日
、
い

い
わ
き
女
性
会

い
わ
き
女
性
会

「
い
わ
き
結
マ
ル
シ
ェ
」
初
開
催

「
い
わ
き
結
マ
ル
シ
ェ
」
初
開
催 

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
店
舗
が
出
店

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
店
舗
が
出
店

宇
佐
女
性
会

宇
佐
女
性
会

宇
佐
奈
良
漬
の
レ
シ
ピ
冊

宇
佐
奈
良
漬
の
レ
シ
ピ
冊

子
が
完
成
　
地
域
の
食
文

子
が
完
成
　
地
域
の
食
文

化
を
次
世
代
に
伝
え
る

化
を
次
世
代
に
伝
え
る

20ページにわたる冊子で活動を紹介

宇佐奈良漬づくりに
奮闘する女性会メンバー

わ
き
市
内
の
ホ
ー
ル
で﹁
い
わ
き
結

マ
ル
シ
ェ
﹂
を
開
催
し
た
。
同
女
性

会
の
Ｐ
Ｒ
や
、メ
ン
バ
ー
同
士
の
団

結
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
初
め

て
企
画
。
女
性
会
メ
ン
バ
ー
の
店
を

中
心
に
22
店
舗
が
出
店
し
、ス
イ
ー

ツ
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
販
売
し

た
ほ
か
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
雑

貨
づ
く
り
と
い
っ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー

を
行
っ
た
。
女
性
会
に
よ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ブ
ー
ス
で
は
、能
登
半
島
の

特
産
品
を
販
売
し
、被
災
地
へ
の
復

興
支
援
を
呼
び
掛
け
た
。
3
店
舗
利

用
す
る
と
参
加
で
き
る
ガ
ラ
ポ
ン
抽

選
会
で
は
、出
店
し
た
店
舗
の
人
気

商
品
な
ど
を
景
品
と
し
て
多
数
取
り

そ
ろ
え
た
。

　

約
５
０
０
人
が
来
場
し
、買
い
物

や
抽
選
を
楽
し
ん
だ
。
同
所
担
当
者

は﹁
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
が
大
盛

況
に
な
っ
た
。
次
年
度
以
降
も
継
続

し
て
開
催
し
た
い
﹂と
話
し
た
。

（
月
刊
石
垣
２
０
２
６
年
3
月
号
よ

り
転
載
）

　３月13日（金）、鳥取商工会議所女性会（德田和
子会長）は、昨年秋に実施したチャリティーバザー
の収益の一部を鳥取民藝美術館へ寄付しました。
　鳥取民藝美術館は、鳥取民藝の父・吉田璋也が長
年にわたって収集した民芸品を展示している歴史あ
る美術館です。
　チャリティーバザーにご協力いただきました皆様
に会員一同感謝申し上げます。

第49回 チャリティーバザー第49回 チャリティーバザー
収益の一部を寄付収益の一部を寄付
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◆
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。

進
級
や
進
学
、
新
社
会
人
と
し

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

皆
さ
ん
は
、
期
待
や
不
安
が
入

り
混
じ
っ
た
日
々
を
お
過
ご
し

の
こ
と
で
し
ょ
う
◆
さ
て
、
今

月
か
ら
16
歳
以
上
を
対
象
と
し

た
自
転
車
の
交
通
反
則
通
告
制

度
（
通
称
・
青
切
符
）
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
悪
質
・
危
険
な

違
反
は
取
り
締
ま
り
の
対
象
に

な
り
、
反
則
金
が
課
さ
れ
ま
す

◆
暖
か
い
季
節
に
な
っ
て
出
掛

け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す

が
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

「
人
に
優
し
い
社
会
」
が
築
か

れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す

（
Ａ
）

編　集　室
パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り

市
民
交
流
ホ
ー
ル

利
用
予
定
表

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　
FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間

９

：

00
〜
22

：

00

日
に
ち

利
　
用
　
内
　
容

4
／
25
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

26
㈰

第
15
回
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ク
レ
レ
倶
楽
部
鳥
取
・
姫
路

交
流
会【
公
開
】

29
㈬

鳥
取
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ「
鳥
取
ま
ち
な
か
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
」【
公
開
】

5
／
8
㈮

鳥
取
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
例
会

13
㈬

第
１
回
運
営
委
員
会

16
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

　
　
　
　

※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マル経 融 資 をご活用ください！
　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし
で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および
娯楽業を除く）で 5人以下、製造業は 20人以下の事業所です。

●融資限度額 2,000 万円　 ●利率　年 2.50％（2026.４.１現在）
●返 済 期 間 運転・設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内）

問い合わせ先　鳥取商工会議所 経営支援課 TEL：0857-32-8005

第
49
回
鳥
取
市

花
の
ま
つ
り
の
ご
案
内

　

鳥
取
市
花
と
木
の
実
行
委
員
会

は
︑
第
49
回
花
の
ま
つ
り
を
次
の
通

り
開
催
し
ま
す
︒

　

▼
日
時
︱
４
月
29
日
︵
水
・
祝
︶

午
前
11
時
~
午
後
４
時
▼
場
所
︱
国

道
53
号
線
本
通
り
・
若
桜
街
道
︵
歩

行
者
天
国
・
ま
ち
パ
ル
鳥
取
前
~
片

原
変
電
所
前
︶
▼
内
容
︱
各
種
団
体

の
出
展
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
︵
花
の
催

し
コ
ー
ナ
ー
︑
飲
食
コ
ー
ナ
ー
︑
各

種
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
︶
＊
花
の
苗

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
︑
午
後
３
時
30
分
か

ら
若
桜
橋
上
で
配
布
▼
そ
の
他
︱
天

候
な
ど
に
よ
り
内
容
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
▼
問
い
合
わ
せ
先
︱

鳥
取
市
花
と
木
の
ま
つ
り
実
行
委
員

会
︵
鳥
取
市
経
済
観
光
部
経
済
・
雇

用
戦
略
課
内
︶
℡
０
８
５
７
︱
30
︱

８
２
８
２

　

鳥
取
砂
丘
砂
の
美
術
館
︵
鳥
取

市
湯
山
２
０
８
３
︱
17
︶
の
第
17

期
展
示
が
４
月
24
日
︵
金
︶
か
ら

２
０
２
７
年
１
月
３
日
︵
日
︶
ま
で
︑

﹃
砂
で
世
界
旅
行
・
ス
ペ
イ
ン
﹄
を

テ
ー
マ
に
次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
︒

　

▼
開
館
時
間
︱
午
前
９
時
~
午
後

６
時
︵
最
終
入
館
は
午
後
５
時
30
分
︶

※
イ
ベ
ン
ト
開
催
期
間
は
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒
会
期
中
は

年
末
年
始
を
含
め
無
休
▼
観
覧
料
︱

一
般
８
０
０
円
︵
20
人
以
上
の
団
体

６
０
０
円
︶︑
小
中
高
生
４
０
０
円

︵
同
３
０
０
円
︶︑
未
就
学
児
は
無
料

▼
第
17
期
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
︱
一
般

１
４
０
０
円
︑
小
中
高
生
７
０
０
円

で
販
売
し
て
い
ま
す
︒
会
期
中
︑
何

度
で
も
入
館
で
き
ま
す
︒
▼
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
随
時
開
催
︒
詳
し
く
は
︑

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
︒

▼
問
い
合
わ
せ
先
︱

鳥
取
砂
丘
砂
の
美
術

館
︵
℡
０
８
５
７
︱

20
︱
２
２
３
１
︶

鳥
取
砂
丘
砂
の
美
術
館

第
17
期
ス
ペ
イ
ン
編
開
幕
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２　

と
っ
と
り
未
来
づ
く
り
特
別
委
員
会

３　

鳥
取
市
観
光
大
学
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
認
定

証
授
与
式
▽
サ
ー
ビ
ス
部
会
正
副
部
会
長

会
議
▽
青
年
部
総
務
委
員
会
･
広
報
委
員

会

４　

青
年
部
会
員
増
強
委
員
会
・
お
城
委
員
会

５　

会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
マ
ル
経
融
資
審
査

会
▽
青
年
部
会
員
交
流
委
員
会

６　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相
談
会
▽
女
性
会

鳥
取
大
会
実
行
委
員
会

11　

青
年
部
送
り
出
し
例
会
・
総
務
委
員
会

12　

運
営
委
員
会
▽
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン

実
現
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
会
議

13　

青
年
部
政
策
提
言
オ
ー
プ
ン
委
員
会

16　

体
験
的
学
習
活
動
等
休
業
日
協
力
要
請
▽

青
年
部
対
外
交
流
委
員
会

17　

定
例
金
融
相
談
会
▽
青
年
部
５
役
会

18　

女
性
会
役
員
会
▽
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
活
用

特
別
委
員
会

19　

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
特
別
委
員

会
▽
青
年
部
次
年
度
５
役
会

23　

観
光
・
交
通
部
会
若
手
経
営
塾
▽
青
年
部

ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

24　

常
議
員
会
▽
工
業
部
会
正
副
部
会
長
会
議

25　

青
年
部
ま
ち
興
し
委
員
会

26　

青
年
部
次
年
度
理
事
会

27　

女
性
会
鳥
取
大
会
実
行
委
員
会

30　

観
光
・
交
通
部
会
運
送
業
界
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

31　

臨
時
議
員
総
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　５月19日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援課
　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

3
月
抜
粋
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総務企画部
総　 務　 課 32-8002

経営支援部
経 営 支 援 課 32-8005

会員交流・企画課 32-8003 D X 推 進 課 32-8005
地 域 振 興 課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

受付時間 ｜ 8：45～ 12：00 ／ 13：00～ 17：00 ※12：00～ 13：00は窓口休業となります。

駐車場ご案内

〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）


